
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小１プロブレム」これは、子どもが幼稚園やこど

も園、保育園から小学校に入学する際に、様々な

環境の変化に適応が困難な状態を表します。袋

井市では、この問題を解消・改善するために令和

４年度から３年間、５歳児から小学１年生の２

年間を示す「架け橋期」に重点を置き、幼児期か

らの円滑な接続をするためのカリキュラムを作成した

り、園と小学校の教職員が研修会等を通じて交

流したりしました。架け橋期の取組が子どもや教職員にとってさらに充実したものにするため、今年度は４回「架け橋期

の教育推進会議」を実施する予定です。今回は、聖隷クリストファー大学渡邉拓真先生の講話を聞きました。また、講

話をもとに１学期の児童の様子や２学期の教育・保育の重点について協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出す 15 歳の育成 ～  幼小中一貫教育を推進！ 

未来へつながる通信 ｖｏｌ.182 

発行：令和７年９月１日 袋井市教育委員会   

「未来へつながる通信」は、袋井市が進める「幼小中一貫教育」について、考え方や関連する取組の様子などを、 

お知らせするために発行しています。 

                          袋井市教育委員会 教育企画課 未来の教育推進室 86-3221 

★ホームページの紹介 

架け橋期に関することは、「未来

の教育推進室」のホームページ

より御覧になれます 


